
Cellular Structural Physiology              細胞構造学 

 

 

Ⅰ 含水試料観察のための低温電子顕微鏡法に関する研究 

Study of electron microscopy for observation of intracellular proteins 
 

西野有里・福永優子・菓子野康浩・宮澤淳夫 

Nishino, Y., Fukunaga, Y., Kashino, Y., Miyazawa, A. 
 

組織や細胞のように水を多く含む試料の微細構造を観察するためには、試料を急速凍結して凍結

状態のまま観察する低温電子顕微鏡法が有効である。現在までに報告例の少ない低温走査型電子顕

微鏡法を用いた含水試料観察法の可能性について検討した結果、組織や細胞に加えて幅広い含水材

料の溶液中での構造観察が可能であることが分かった。 
 
 

Ⅱ 神経筋接合部における情報伝達機構の研究 

Study of signal transduction at the neuromuscular junction 
 

西野有里・福永優子・菓子野康浩・宮澤淳夫 

Nishino, Y., Fukunaga, Y., Kashino, Y., Miyazawa, A. 
 

ニコチン性アセチルコリン受容体（nAChR）は、神経筋接合部での情報伝達において重要な役割

を担っているタンパク質であり、nAChR のリガンド依存的なチャネル開閉機構を明らかにするこ

とは神経筋接合部における情報伝達機構を解明する上で重要な課題である。そこで、アセチルコリ

ン受容体を含むスーパーファミリーの分子内運動を、高速 X 線一分子追跡法を用いて解析し、種々

の条件における受容体の分子内運動を明らかにした。 
 
 

Ⅲ 中枢神経系におけるグルタミン酸受容体の細胞内局在と 

機能に関する研究 

Localization and function of glutamate receptors in the central nervous system 
 

福永優子・菓子野康浩・西野有里・宮澤淳夫 

Fukunaga, Y., Kashino, Y., Nishino, Y., Miyazawa, A. 
 

NMDA 型グルタミン酸受容体は、中枢神経系ではシナプス内・外の両方に存在している。これ

ら局在場所の異なる NMDA 受容体は細胞運命において異なる調節作用をもつ。そこで、細胞運命



の調節機構を明らかにするため、これら受容体間の相互作用について検討を行った。その結果、こ

れら受容体が相互作用しており、シナプス外 NMDA 受容体の刺激により、シナプス内 NMDA 受

容体を介する細胞生存促進作用に可塑的変化が起こることを明らかにした。 
 
 

Ⅳ 光合成初期過程と電子伝達超複合体の構造と  

機能の研究  
Structure and function of super complexes of photosynthetic electron transport systems 

 

                菓子野康浩・福永優子・西野有里・宮澤淳夫 

                            Kashino, Y., Fukunaga, Y., Nishino, Y., Miyazawa, A. 
 

 光合成における光エネルギーの化学的エネルギーへの変換を担うふたつの光化学反応

中心複合体（光化学系 I および II）のうち、光化学系 II 複合体の構築過程および構成タ

ンパク質機能の解析を進めた。また光化学系 II の D1 タンパク質上の Asp-61 の アミノ

酸を他のアミノ酸に置換することによる Mn クラスターへの影響を解析し、このアミノ酸

の酸素発生反応に対する機能の解明を進めた。  
 

 

Ⅴ 珪藻についての生理・生化学的研究 

Physiological and biochemical study on diatom 
 

                菓子野康浩・福永優子・西野有里・宮澤淳夫 

                            Kashino, Y., Fukunaga, Y., Nishino, Y., Miyazawa, A. 
 

 海洋の珪藻は地球の光合成の約 25%を担っている重要な光合成生物であるが、その堅い珪酸質の

被殻のために、生理生化学的研究は限定的であった。本研究では、珪藻の光合成について生理生化

学的解析を進め、珪藻類が光環境に応じてアンテナを柔軟に調節することにより、ふたつの光化学

系の励起バランスを調整していることが分かった。 
 また、珪藻類は光合成産物を油滴として蓄積する。増殖と油滴蓄積に関する各種の環境要因の影

響を詳細に検討した。そして、その油滴の産業利用を目指し、蒸気エジェクターの油脂回収への効

果を評価した。 
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